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第 7 章では、第 4 章から第 6 章までの考察に基づき、即興ダンスの遂行と踊る者の自己
治癒のつながりを考察し、動作産出システムのメカニズム、他者とのカップリング・シス
テムのメカニズムを用い、①動作選択可能性の拡大、②恒常性の維持、③自己肯定、④自
己表現、が自己治癒につながることを明らかにする。動作の選択肢をひとつずつ増やして
いく、という学習を繰り返すことで自在さが生じ、その選択肢はきめ細かく丁寧に働くよ
うになり、他者との連動可能性は向上し、環境への適応力も増す。それにより、自己の恒
常性の維持、つまり「変化はするが相対的に定常的な」安定した状態を確保し、確保に失
敗しても次の動作の選択肢を選択、あるいはつくりだす試行を通じて学習を進めることが
できる。他者とカップリング・システムを産出し、その連動のうちに動作産出を繰り返す
ことは、「否定を含まない偶然性」という恣意性を持たないという意味での必然性において
自己という存在を生成することであり、それは「存在を欲する」自己という「生」を肯定
することなのである。そして動作の選択可能性がほとんどない状態から少しずつ拡大して
いく過程、動作産出における各変数がきめ細かいものになる過程は学習であり、自己治癒
であり、自己表現そのものであることを導き出す。 
第 8 章では、動作の産出システム、他者とのカップリング・システム、即興ダンスと自
己治癒の関係について総括するとともに、以上各点における実存論の有効性を明示する。 
 
